
















1.研究目的 

川崎病研究班は川崎病患者の発生状況を把握する目的で、昭和 45 年以来 7回にわたり、小

児科を併設する病床数 100 床以上の医療機関の協力を得て、川崎病全国調査を実施してき

た。今回昭和 57 年 7月以降 2年半にわたる初診患者を対象に第 8回の全国調査を行った。 

また川崎病全国調査以外に川崎病の流行をできるだけはやく認知する目的で、昭和 59 年 1

月以来継続的に川崎病サーベイランス事業を実施してきた｡ 

これら 2種類の疫学調査のうち、前者については現在実施中なので進行状況の中間報告を

行う。後者については昭和 59 年 1 月～12 月の 1年間の成績を要約する。 


